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【 諸 言 】 水 平 的 か つ 垂 直 的 に 大 き く 骨 欠 損 し た 症 例 の イ ン プ ラ ン ト
治 療 で は 、 イ ン プ ラ ン ト 植 立 前 に 骨 誘 導 再 生 法 （ G B R ） な ど 骨 造 成
が 必 要 と さ れ る 。 G B R に 必 要 な 生 物 学 的 要 件 は 、 造 成 を 行 う 領 域 に
軟 組 織 の 侵 入 が な い こ と 、 ス ペ ー ス が 維 持 さ れ る こ と 、 周 囲 の 血 餅
が 安 定 し て い て 血 管 新 生 が 引 き 起 こ さ れ る こ と 、 な ど が あ る が 、 骨
欠 損 に 栄 養 供 給 の た め の 早 期 の 血 管 誘 導 と 構 築 も 必 要 で あ る と 考 え
ら れ る 。 そ こ で 今 回 、 骨 造 成 時 に お け る 血 管 の 新 生 と そ の 改 造 動 態
を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し て 、 ウ サ ギ 頭 蓋 を 用 い た 骨 造 成 実 験
に よ り 検 討 を 行 っ た 。  
【 方 法 】実 験 に は 1 2 頭 の オ ス 日 本 白 色 家 兎 の 頭 蓋 骨 に 骨 髄 腔 を 開 放
す る 欠 損 を 形 成 し た G B R を 行 っ た 。 手 術 後 2 週 、 4 週 、 8 週 、 1 2 週
で 骨 造 成 部 の 組 織 標 本 を 製 作 し た 。 評 価 方 法 は 、 新 生 骨 は 骨 の 高 さ
と 断 面 積 の 計 測 、 血 管 は C D 3 1 抗 体 を 用 い て 免 疫 組 織 化 学 染 色 を 行
い 血 管 数 と 断 面 積 を 計 測 し 密 度 を 算 出 し て 評 価 を 行 っ た 。  
【 結 果 】 組 織 学 的 に 再 生 組 織 は ４ 週 、 ８ 週 で 表 層 か ら 深 層 に か け て
先 行 肉 芽 組 織 層 、 器 質 化 肉 芽 組 織 層 、 新 生 骨 形 成 層 、 骨 改 造 層 の ４
層 に 分 け ら れ た 。 先 行 肉 芽 組 織 層 は 豊 富 な 微 小 血 管 で 構 成 さ れ 、 器
質 化 肉 芽 組 織 層 は 拡 張 血 管 と 膠 原 線 維 を 認 め 、 新 生 骨 形 成 層 は 線 維
骨 組 織 で 、 骨 改 造 層 は 成 熟 海 綿 骨 と 脂 肪 組 織 が 認 め ら れ た 。 新 生 骨
は 、 メ ン ブ レ ン 膜 内 に あ る 母 床 骨 側 か ら 術 後 ８ 週 ま で に 著 し く 増 殖
し ４ 層 構 造 を 有 し て い た 。 血 餅 の 多 く は ８ 週 ま で に 消 失 し て お り 、
肉 芽 組 織 と 新 生 骨 で 満 た さ れ 、 1 2 週 で は メ ン ブ レ ン 下 全 体 が 新 生 骨
で 満 た さ れ て い た 。 免 疫 組 織 化 学 染 色 で は 最 表 層 で は 小 さ な 血 管 が
豊 富 に 認 め ら れ 、 器 質 化 肉 芽 組 織 層 で は 拡 張 し た 血 管 が 散 在 し て い
た 。 新 生 骨 形 成 層 で は さ ら に 拡 張 し た 血 管 が 新 生 骨 の 間 を 埋 め 、 骨
改 造 層 で は 新 生 骨 形 成 層 よ り も 拡 大 し た 洞 様 の 血 管 が 認 め ら れ た 。
血 管 の 大 き さ と 密 度 に お け る 各 層 の 違 い を 4 週 で 比 較 し た と こ ろ 、
血 管 の 大 き さ で は 深 層 に い く に 従 い 徐 々 に 大 き く な り 、 骨 改 造 層 で
著 し い 増 加 を 示 し た 。 血 管 の 密 度 は 、 先 行 肉 芽 組 織 層 と 器 質 化 肉 芽
組 織 層 の 間 に 変 化 は 認 め な か っ た が 、 新 生 骨 形 成 層 で は 有 意 に 増 加
を 示 し 、 骨 改 造 層 で は 有 意 に 減 少 を 示 し た 。 各 層 に お け る 血 管 の 密
度 の 経 時 的 変 化 は 、 先 行 肉 芽 組 織 層 で は 4 週 と ８ 週 で 有 意 に 減 少 を
示 し 、 新 生 骨 形 成 層 で は １ ２ 週 で 有 意 に 減 少 を 示 し た 。 器 質 化 肉 芽
組 織 層 と 骨 改 造 層 で は 有 意 な 変 化 は 認 め ら れ な か っ た 。  
【 考 察 お よ び 結 論 】 G B R に よ っ て 新 生 す る 骨 組 織 は 、 組 織 学 的 に ４
層 構 造 で 形 成 が 進 行 す る こ と が わ か っ た 。 血 管 の 新 生 は 、 各 層 で の
機 能 要 求 に 応 じ て 改 造 、 構 築 さ れ て い る と 考 え ら れ た 。 特 に 新 生 骨
の 形 成 に お い て 血 管 は 、 大 き く か つ 高 密 度 に 認 め ら れ 、 肉 芽 組 織 か
ら 骨 新 生 す る た め に 必 要 な 栄 養 と 酸 素 を 提 供 す る の に 役 立 っ て い た
と 考 え ら れ た 。 以 上 の こ と か ら 血 管 構 築 は 、 骨 形 成 を 制 御 す る 一 つ
の 必 要 条 件 で あ る と 思 わ れ た 。  
 
 
  
